
平成24年（2012）

看 護 学 専 攻

著 書 お よ び 学 術 論 文

１．Mieko Uchiyama, Yongbum Lee, Du-Yih Tsai, Kiyoko Kazama, Yasuko Minagawa, Mieko Sadakata, Mitsuko 

Sayama：Quantitative assessment of muscle activity in mammography positioning．Proc.of XX IMEKO World 
Congress，TC13－P－1（338），1－4.2012.

２．Mieko Uchiyama, Yongbum Lee, Mieko Sadakata, Mitsuko Sayama，Du-Yih Tsai：Measurement of Muscle 
Activities for Evaluating Physical Burden and Pain during Mammography Positioning．The Tohoku Journal of 
Experimental Medicine，228（1），53－58．2012.

３．井越寿美子，内山美枝子，田中美央，笠井美香子，佐藤富貴子：‘気づく’に着目した新人看護師臨床実

践トレーニングプログラムにおける新人看護師の‘気づき’と臨床実践への活用．平成24年度新潟県看護

協会看護学会誌，22－30．2012.
４．菊永　淳：看護師が語る「根治治療が困難になったがん患者への告知」をめぐるナラティヴ分析 -構造,関

係性,テーマ-,新潟大学大学院修士学術論文, 新潟大学大学院保健学研究科,2012,3.
５．本間祐美子，小林恵子，北川公子．豪雪地域に暮らす高齢パーキンソン病患者の生活機能にみられる季節

差．日本在宅ケア学会誌．2012；16（1）：85-91．
６．小山洋恵，小林恵子．脳血管疾患をもつ高齢患者の退院先の意向と退院支援の検討．日本在宅ケア学会誌．

2012；16（1）：100-106．
７．齋藤君枝，青木萩子，坂井さゆり，上田睦子，石川玲子，岩佐有華，後藤雅博．保健学科教員による東日

本大震災後の新潟市避難所健康支援活動，新大医保紀要2012;10:39-48． 
８．齋藤君枝，村松芳幸，吉嶺文俊，真島一郎．看護職者のヒヤリハットに及ぼす睡眠障害とバーンアウトの

影響．心身医学2012;52:955-962.
９．吉田留巳，佐山光子，朝日藤寿一，齋藤　功：口唇裂・口蓋裂患児の第１期矯正歯科治療終了時期におけ

る母親の心情とその構造．新潟歯学会雑誌42（1）：55-56，2012

10．草島悦子，坂井さゆり，河正子：緩和ケア専門家の経験に学ぶスピリチュアルケア－緩和ケア熟練専門職

の語りから－，田村恵子他編；看護に活かす！スピリチュアルケアの手引き第7章D所収．青海社，

2012；150-152
11．坂井さゆり：スピリチュアルケア提供者のセルフケア，田村恵子他編；看護に活かす！スピリチュアルケ

アの手引き第8章所収．青海社，2012；158-163
12．草島悦子，坂井さゆり，河正子：スピリチュアルケアにおける医療者の備えとケアの視点，田村恵子他編；

看護に活かす！スピリチュアルケアの手引き第5章所収．青海社，2012；92-112
13．村山佑子，山田紘美，坂井さゆり，池　睦美，渡辺ひとみ：ステントグラフト内挿術を受け退院した高齢

者（大動脈瘤患者）・家族のヘルスケアニーズ．第42回（平成23年度）日本看護学会論文集　老年看護．

2012；94‐96．【2011年度学会委員会推薦論文受賞】

14．Utako Shimizu, Shota Saito, Yiwei Ling, et al.： Cost effectiveness achieved through changing the composition of 
renal replacement therapy in Japan. J Med Econ. 2012;15:444-53

15．清水詩子, 青木萩子.：超長期透析患者の抱える苦痛の形成過程. 日本腎不全看護学会誌. 2012;14:62-71.
16．福田友希，飯田純子，住吉智子． 小学校高学年児童のボディイメージ　-児童と母親との認識の比較-.新

大医保紀要．2012；10（2）：23-28.
17．住吉智子．A市における保育士が抱く与薬の困難さの実態調査-保育園看護職に期待する役割を中心に. 保

育と保健．2012；18（29）：57-60.
18．田中美央，住吉智子，渡邉タミ子．改正カリキュラム導入後の小児看護学病棟実習における看護学生の達
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成感に関する分析. 新大医保紀要．2012；10（2）：1-10.
19．成田太一，征矢野あや子，横川吉晴．保健事業に参加する地域在住高齢者へ行った認知症スクリーニング

検査（RDST-J）の実態とその関連要因．信州公衆衛生雑誌．2011；5（2）：97-103．
20．奥野ひろみ，五十嵐久人，成田太一，他．長野県内市町村保健センターにおける在日外国人母子への支援

に関する研究．小児保健研究．2012；71（4）：518-525．
21．Michio Miyasaka, Sayuri Sakai, Mio Tanaka, Jun Kikunaga：Use of Brain-Machine Interfaces as Prosthetic Devices: 

An Ethical Analysis, Journal of Philosophy and Ethics in Health Care and Medicine ,No.6, pp.29-38-, August 2012.

学会発表および研究会発表

１．青木萩子，成澤幸子，齋藤君枝：グループホーム入居者のワンダリング関連行動と気象との関連，第16回

日本在宅ケア学会学術集会，2012.03.18.東京．

２．青木萩子，成澤幸子，齋藤君枝：グループホームに居住する認知症高齢男性のwandering関連行動と季節

の検討，第27回日本老年精神医学会，2012.06.21.大宮．

３．笠原英里子，青木萩子：2型糖尿病をもつ壮年期女性患者の閉経と自己管理の関連性について，第6回日本

慢性看護学会学術集会，2012.06.30.浜松．

４．内山美枝子：若年性乳がん女性の患者役割と性役割における葛藤構造，第26回日本がん看護学会学術集会，

2012.2（松江市）

５．内山美枝子：若年性乳がん女性の患者役割と性役割における支援者の認識構造，第26回日本がん看護学会

学術集会，2012.2（松江市）

６．内山美枝子，田中美央，井越寿美子，佐藤富貴子：，‘気づく’に着目した新人研修後の臨床実践におけ

る効果，第16回日本看護管理学会，2012.8（札幌市）

７．Mieko Uchiyama, Yongbum Lee, Du-Yih Tsai, Kiyoko Kazama, Yasuko Minagawa, Mieko Sadakata, Mitsuko 

Sayama：Quantitative assessment of muscle activity in mammography positioning，XX IMEKO World 
Congress，2012.9（Busan, Korea）

８．李鎔範，内山美枝子，風間清子，皆川靖子，蔡篤儀，弦巻正樹，定方美恵子，佐山光子：表面筋電図測定

によるマンモグラフィ被検者の身的負荷の定量評価，10.医用画像情報学会 平成24年度秋季（第164回）大

会，2012.10（仙台市）

９．内山美枝子，細野　舞，李鎔範：マンモグラフィの経験がポジショニングの同定時間と苦痛に及ぼす影響，

第22回日本乳癌検診学会学術総会，2012.11（宜野湾市）

10．菊永　淳，坂井さゆり：がん告知に関わる看護師のジレンマに関する文献検討,第26回日本がん看護学会

学術集会,日本がん看護学会,2012.2（島根）

11．本間祐美子，小林恵子，北川公子．積雪地域に暮らす高齢パーキンソン病患者の生活機能にみられる季節

差．第16回日本在宅ケア学会学術集会．2012.3.（東京）．

12．小山洋恵，小林恵子，北川公子．脳血管疾患をもつ高齢患者に医療者が提供した退院支援とプライマリー

ナースが把握した退院先の意向の検討．第16回日本在宅ケア学会学術集会．2012.3.（東京）．

13．平澤則子，飯吉令枝，小林恵子，藤川あや，小林奈緒子．豪雪過疎地域において地域リーダーの高齢者見

守り活動が介護予防に果たす役割．日本ルーラルナーシング学会第7回学術集会．2012.9.（駒ケ根）．

14．藤川あや，平澤則子，飯吉令枝，小林恵子，小林奈緒子．豪雪過疎地域における介護予防のための高齢者

同士の見守り活動の強みと弱み．日本ルーラルナーシング学会第7回学術集会．2012.9.（駒ケ根）．

15．飯吉令枝，平澤則子，藤川あや，小林恵子．豪雪過疎地域で高齢者を見守る専門職と住民の介護予防のた

めの見守り項目．第71回日本公衆衛生学会総会．2012.10.（山口）

16．宇田優子，成田太一，小林恵子．地域包括支援センターにおける災害対策の実態．第71回日本公衆衛生学

会総会．2012.10.（山口）
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17．小林恵子．支援が必要な親子への保健師の支援技術－「場面の再構成」の研修から－．日本子ども虐待防

止学会第18回学術集会　高知りょうま大会．2012.12.（高知）

18．齋藤君枝，青木萩子, 後藤雅博，藤原直士，富山智香子，岩佐有華．平成16年中越地震後応急仮設住宅に

居住し帰村した高齢者の体力と生活満足度の継続評価．第82回日本衛生学会学術総会．京都．平成24年3月．

19．谷内田潤子，齋藤君枝，布施克也，大橋麻紀，大渕雄子，笠井昭男，上村伯人．通院中断した壮年期2型

糖尿病男性患者の特性の検討．第82回日本糖尿病学会．神奈川．平成24年5月．

20．儀同真由美，齋藤君枝，青木萩子，村松芳幸．看護師のDNRに対する葛藤とターミナルケア態度，スト

レスの関連．第6回日本慢性看護学会．静岡．平成24年5月．

21．齋藤君枝，青木萩子, 岩佐有華，藤原直士．応急仮設住宅で生活した中越地震高齢被災者の体組成と体力

変化．第14回日本災害看護学会学術集会．愛知．平成24年7月．

22．長谷川郁，武樋睦美，齋藤君枝，戸川紀子，佐藤富貴子．測定用具を活用した卒後2年目看護師の支援．

平成24年度新潟県看護協会看護学会．新潟．平成24年11月．

23．齋藤君枝，青木萩子，藤原直士．応急仮設住宅に居住する避難者の睡眠と活動状態－アクティグラフによ

る評価－．第28回日本ストレス学会学術総会．札幌．平成24年11月．

24．桐生郁恵，山田淳子，齋藤智子，他．食育推進計画策定に向けた住民の食育に関する意識調査．第71回日

本公衆衛生学会総会．2012.10．（山口）

25．飯田裕子，坂井さゆり：がん看護における「ユーモア」に関する文献検討．第26回日本がん看護学会学術

集会　2012.2．島根

26．坂井さゆり：看護学性への緩和ケア教育－効果的な教授法－．第17回日本緩和医療学会学術集会ワーク

ショップ．2012.6．神戸

27．坂井さゆり：平成24年度基盤研究（B）「世俗化する欧州社会における看取りの思想的な拠り所の究明」（代

表者：静岡大学竹之内裕文）研究会．2012.6．静岡 
28．桑原　梓，星野尚子，坂井さゆり：看護記録からみた老年期にある熱傷患者に対する看護の現状と課題－

看護指標の開発に向けた試案の作成－．第43回日本看護学会抄録集　老年看護．2012.9．広島

29．坂井さゆり，宮坂道夫，菊永淳：臨床倫理の前提となる「Caring based Medicine」の検討, 第31回日本医学

哲学・倫理学会大会,日本医学哲学・倫理学会,2012.11．金沢

30．坂井さゆり：臨床倫理の方法論の再検討－理論的基盤と臨床実践とを統合する新しい医療倫理学の方法論

についての研究－「臨床での実際の倫理討議への適用」．第31回日本医学・哲学倫理学会大会ワークショッ

プ．2012.11．金沢

31．大西香穂里，坂井さゆり：がん看護熟練看護師の語りにみる臨死期ケアの適応過程と卓越性．第18回日本

臨床死生学会大会．2012.11．東京

32．草島悦子，河　正子，坂井さゆり，森田達也：自立や自分らしさが損なわれることによる苦悩：終末期が

ん患者へのスピリチュアルケア．第18回日本臨床死生学会大会．2012.11．東京

33．中澤紀代子，定方美恵子，佐山光子：死産で子どもを亡くした母親と家族をケアする助産師の体験―母親

の胎内で生きていた子どもとして迎えるケア―．第52回日本母性衛生学会学術集会,2012,11.（福岡市）

34．中澤紀代子，定方美恵子，佐山光子：死産で子どもを亡くした母親と家族をケアする助産師の体験―母親

の胎内で生きていた子どもとして迎えるケア―．新潟県母性衛生学会学術集会,2012,11.（新潟市）

35．林　浩美，佐山光子，定方美恵子：母親は思春期の子供の変化のプロセスをどのように経験しているか．

新潟県母性衛生学会学術集会,2012,11.（新潟市）

36．佐山光子，関島香代子，定方美恵子，西方真弓，佐藤　悦，石田真由美，佐竹直子：母子と家族のための

災害への備え｢子育て防災支援士｣の養成と活動．日本災害看護学会､2012,7.（名古屋市）

37．吉森容子，佐山光子，関島香代子：性教育の授業を受けている中学3年生がその場で体験している内的世界．

第39回新潟県母性衛生学会学術集会,2012,11.（新潟市）

38．清水詩子，齋藤翔太，凌　一葦 他.： 腎代替療法の構成の違いに基づく費用対効果の比較. 第32回医療情報

学連合大会（新潟市）, 2012年11月.
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39．池田義之，神田達夫，小杉伸一，石川　卓，矢島和人，鈴木　力，畠山勝義．肝硬変併存胃癌に対する胃

切除例の実態と予後について．第84回 日本胃癌学会総会 2012.02.09. 大阪

40．池田義之，矢島和人，神田達夫，石川　卓，小杉伸一，鈴木　力，畠山勝義．慢性透析患者の胃癌に対す

る胃切除術の実態と予後について．第112回 日本外科学会定期学術集会 2012.04.14. 千葉．

41．石川　卓，神田達夫，矢島和人，佐藤　優，若井淳宏，坂本　薫，小杉伸一，鈴木　力，畠山勝義．噴門

側胃切除術の術後ＱＯＬを中心とした長期成績．第67回 日本消化器外科学会総会 2012.07.18. 富山．

42．Sato Y, Kosugi S, Kanda T, Kakuta T, Sakamoto K, Ishikawa T, Yajima K, Sasamoto R,Suzuki T, Hatakeyama 
K.Long-term survival after chemoradiotherapy for superficial small cell carcinoma of the esophagus: A case 
report.13th World Congress of the International Society for Diseases of the Esophagus.2012.10.16. Venice, Italy. 

43．Kosugi S, Kanda T, Yajima K, Ishikawa T, Suzuki T, Hatakeyama K.Risk factors associated with the supraclavicular 
node metastasis in patients with submucosal carcinoma of the thoracic esophagus.13th World Congress of the 
International Society for Diseases of the Esophagus.2012.10.17. Venice, Italy. 

44．Yajima K, Kanda T, Kosugi S, Usui K, Sato Y, Sakamoto K, Ishikawa T, Ajioka Y,  Suzuki T, Hatakeyama K.Patient 
prognosis and distribution of lymph node metastasjs in Japanese Patients with Barrett's adenocarcinoma: Comparison 
with adenocarcinoma and squamous cell carcinoma of the esophagogastric junction.13th World Congress of the 
International Society for Diseases of the Esophagus.2012.10.18. Venice, Italy. 

45．石川　卓，神田達夫，矢島和人，佐藤　優，角田知行，坂本　薫，小杉伸一，鈴木　力．糖尿病患者に対

する胃癌手術の周術期管理．第42回 胃外科・術後障害研究会 2012.11.15. 東京．

46．大渓隆弘，石川　卓，神田達夫，佐藤　優，角田知行，坂本　薫，矢島和人，小杉伸一，鈴木　力．胃切

除後逆流性食道炎に対する分流手術８例の検討．第42回 胃外科・術後障害研究会 2012.11.15. 東京．

47．Akinori Toguchi,Hayata Wakiuchi,Hitoshi Sasaki, Tomoko Sumiyoshi, Akira Okazaki,Kazunori Mizuno. 　
Development of A Foods Information Service System For Parent Of A Childhood Cancer Patient, The Clute Institute 
International Academic Conferences（Bangkok）,24-25（March），2012.

48．飯田純子，住吉智子．小児がん経験者の闘病体験の実態と認識. 日本小児看護学会第22回学術集会,7/21-
22.2012.（岩手）

49．住吉智子，田中美央，岡崎　章．小児がん患児と家族のための食支援モバイル型携帯サイト‘Gohan　
Navi’の開発と評価. 日本小児看護学会第22回学術集会,7/21-22.2012.（岩手）

50．住吉智子，田中美央，渡邉タミ子．保育所側が求める保育所看護師等への期待に関する実態調査　-保育

士と看護師との協働に向けて-.日本小児看護学会第22回学術集会,7/21-22.2012.（岩手）

51. 飯田純子，住吉智子．小児がん経験者の闘病体験とレジリエンスとの関連性.日本小児がん看護学会第10回

小児がん看護学会.11/30.2012（横浜）

52．田中美央，内山美枝子，井越寿美子，佐藤富貴子：気づくに着目した新人研修における教育担当者自身の

‘気づき’，第16回日本看護管理学会，2012.8（札幌市）

53．成田太一，山﨑洋子．在宅精神障害者が捉える市町村保健師の支援．第15回日本地域看護学会学術集会．

2012.7（東京）

54．Nishihara,A.,Sayama,M.,Suzuki,T., “Creating Community of Practice within GSH －Gender-Specific/Gender 
sensitive Health Promotion,” 　The Proceedings of the 2nd Global Congress for Qualitative Health Research, 
p.222.18 Jun,2012. Milano, Italy.

55．小野真太郎，那須史明，松本　裕，他. Inhibitory effect of Ascorbic Acid to ischemia/reperfusion injury at 
isolated rat heart.　 第85回 日本薬理学会年会（京都）2012年3月

56．那須史明，小野真太郎，松本　裕，他. Protective effect of piceatannol on a myocardial ischemia-reperfusion 
injury. 第85回 日本薬理学会年会（京都）2012年3月

57．松本　裕，西原亜矢子. 看護の現場における夜間巡視用ライトのニーズ調査. 第15回 北日本看護学会（宮城）

2012年9月

58．那須史明，小野真太郎，松本　裕，他. 心筋虚血再灌流障害に対するpiceatannolの保護効果. 第19回 日本未
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病システム学会（金沢）2012年10月

59．松本　裕，西原亜矢子. 夜間巡視用ライトの重要性と今後の課題. 第2回 基礎科学を元にしたCo-Medical研
究会（山形）2012年11月

60．那須史明，小野真太郎，松本　裕，他. 心筋虚血再灌流障害に対するピセアタンノールの保護効果. 第2回 
基礎科学を元にしたCo-Medical研究会（山形）2012年11月

61．宮坂道夫，坂井さゆり，菊永　淳：認知症とがんとをともに患う患者のケアについての倫理的検討, 第31

回日本医学哲学・倫理学会大会,日本医学哲学・倫理学会,2012.11．金沢

放射線技術科学専攻

著 書 お よ び 学 術 論 文

１. 石川和宏，岡本浩一郎：外傷性くも膜下出血．すぐ役立つ救急のCT・MRI，井田正博，高木　亮，藤田

安彦（編），学研メディカル秀潤社，東京，2012，p.62-63.
２. 石川和宏，岡本浩一郎：急性硬膜下血腫．すぐ役立つ救急のCT・MRI，　井田正博，高木　亮，藤田安

彦（編），学研メディカル秀潤社，東京，2012，p.64-65.
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５. Funaki A，Ohkubo M，Wada S，Murao K，Matsumoto T，Niizuma S：Application of CT-PSF-based computer-
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Technology，5（2）：166-171，2012．
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照合の容易化を目的としたEPIDポータル画像の周波数処理に関する検討．日本放射線技術学会雑誌，

68（5）：593-601，2012．

７. Ohno K，Ohkubo M，Marasinghe J C，Murao K，Matsumoto T，Wada S：Accuracy of lung nodule density on 
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８. Marasinghe J C，Ohkubo M，Kobayashi H，Murao K，Matsumoto T，Niizuma S，Sone S，Wada S：Application 
of PSF-based Virtual Nodules to Assess the Performance of Lung Cancer CT Screening CAD System．Proceedings of 
12th Asia-Oceania Congress of Medical Physics，p.249-252，2012．
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11. Takahashi N, Lee Y, Tsai DY, Kinoshita T, Ouchi N, Ishii K: Computer-aided detection scheme for identification of 
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12. 渡部晴之，蔡篤儀，李鎔範，松山江里，小島克之：複合型Wavelet変換を用いたディジタル医用X線画像の

画質改善．電子情報通信学会技術研究報告（MI2011-126）, vol.111, no.389, pp.269-274, 2012.
13. Lee Y, Takahashi N, Tsai DY: Computer-Aided Diagnosis for Acute Stroke in CT Images. Computed Tomography - 

Clinical Applications. Luca Saba（Ed.）, InTech, January 2012. Chapter.1, p.3-28. ISBN: 978-953-307-378-1, Available 
from www.intechweb.org.
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15. Matsuyama E, Tsai DY, Lee Y, Watanabe H, Kojima K: A method mammographic image denoising based on 
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18. Uchiyama M, Lee Y, Tsai DY, Kazama K, Minagawa Y, Sadakata M, Sayama M: Quantitative assessment of 
muscle activity in mammography positioning. Proc. of XX IMEKO World Congress, TC13-P-1（338）, pp.1-4, Busan, 
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20. Matsuyama E, Tsai DY, Lee Y, Watanabe H, Tsurumaki M, Kojima K: Improving image quality of digital 
mammographic images using an undecimated discrete wavelet transform method: performance assessment. Proc. of 
XX IMEKO World Congress, TC13-P-3（344）, pp.1-4, Busan, Republic of Korea, Sept. 9-14, 2012.

21. 李鎔範：実践医用画像解析ハンドブック．石田隆之，桂川茂彦，藤田広志（監）．オーム社. 東京．

2012.11．分担執筆：第2章3.2節 画像の変形 pp.131-136, 付録B pp.768-785. ISBN: 978-4274212826.
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る急性期脳梗塞の検出能向上．Medical Imaging Technology, vol.30, no.5, pp.231-235, 2012.
23. Saito M: Potential of dual-energy subtraction for converting CT numbers to electron density based on a single linear 
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26. 山岸英太，佐藤　光，田邊裕治，菊池達哉，坂本　信，小林公一，古賀良生：透過型近赤外線分光法によ

るヒト関節軟骨含水率の定量的評価．臨床バイオメカニクス，33: 13-17, 2012.
27. 坂本　信：MRIによる関節接触領域の測定．よくわかる実験技術・学術用語 第2版, 日本実験力学会出版: 
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28. 坂本　信：応力・ひずみ解析の活動報告と今後の展望．非破壊検査, 61, 370-375, 2012.
29. Sakai HS, Sakai J, Sakamoto M, Endo H: Determination of fracture toughness of human permanent and primary 

enamel using an indentation microfracture method. Journal of Materials Science Materials in Medicine, 23: 2047-
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30. 足利広行，関谷　勝，加藤裕之，他6名：「CTCの前処置」～悩んでないでここで解決～　－CT Colonography
検査における前処置について（2）－，日本消化器画像診断情報研究会誌25（2），68-71，2012.1
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射線技師会々報（76），B6-B13，2012．

32. 関谷　勝：食品等に含まれる放射性物質の規制値について－放射性セシウムに対する新基準値の取扱い－,
新潟県放射線技師会々報（76），B14-B19，2012．
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集 vol.4, 144（2012）

34. 高橋直也：概説「死後変化」とは何か？　高橋直也，塩谷清司（編）オートプシー・イメージング（Ai）
症例集．ベクトル・コア　2012，2-3．
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オートプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，10-11．
39. 高橋直也，広瀬保夫，渋谷宏行，三間紘子：３．血液就下/血液凝固　頭部の血液就下．高橋直也，塩谷

清司（編）オートプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，12．

40. 高橋直也，広瀬保夫，山内春夫，高塚尚和，舟山一寿：３．血液就下/血液凝固　乳幼児における頭部の

血液就下．高橋直也，塩谷清司（編）オートプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　

2012，13．

41. 高橋直也，広瀬保夫，橋立英樹：３．血液就下/血液凝固　肺の血液就下．高橋直也，塩谷清司（編）オー

トプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，14．

42. 高橋直也，矢部正浩，橋立英樹：３．血液就下/血液凝固　慢性疾患（両側細菌性肺炎）による鋳型状の

血液凝固．高橋直也，塩谷清司（編）オートプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　

2012，15．

43. 高橋直也：概説「蘇生術後変化」とは何か？　高橋直也，塩谷清司（編）オートプシー・イメージング（Ai）
症例集．ベクトル・コア　2012，22-23．

44. 高橋直也，広瀬保夫，橋立英樹：２．肋骨骨折　肋骨骨折，気胸．高橋直也，塩谷清司（編）オートプシー・

イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，26-27．
45. 高橋直也，広瀬保夫，山内春夫，高塚尚和，舟山一寿：．２．肋骨骨折　胸骨圧迫による肋骨骨折，外傷
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谷清司（編）オートプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，29．
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オートプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，37．

48. 高橋直也，広瀬保夫，山内春夫，高塚尚和，舟山一寿：心囊血腫（急性心筋梗塞による心破裂）．高橋直也，

塩谷清司（編）オートプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，52．

49. 高橋直也，広瀬保夫，渋谷宏行，佐藤誠一：心筋梗塞，冠動脈起始異常．高橋直也，塩谷清司（編）オー

トプシー・イメージング（Ai）症例集．高橋直也，塩谷清司（編）ベクトル・コア　2012，53．

50. 高橋直也，広瀬保夫，渋谷宏行：ミトコンドリア脳筋症．高橋直也，塩谷清司（編）オートプシー・イメー

ジング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，56．
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ジング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，58 ．
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トプシー・イメージング（Ai）症例集．ベクトル・コア　2012，117． 
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59. 高橋直也：読影チェックシートの使い方．今井　裕，高野英行，山本正二（編）オートプシー・イメージ

ング　ガイドライン　第2版　ベクトル・コア　2012，75-78．
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radiologic findings on MDCT. Jpn J Radiol. 2012 , 30（9）:729-34.

66. Higuchi T, Takahashi N, Shiotani M, Sato S, Ohta A, Maeda H, Nakajima H, Itoh K, Tsukada H : Main bronchial 
diverticula in the subcarinal region: their relation to airflow limitations. Acta Radiol. 2012，53:44-8.

67. 高橋直也：死後CTあれこれ症例集４死後CT症例３：新潟市民病院編。臨床画像．28：961-965, 2012
68. 高橋直也：オートプシー・イメージング（Ai）－社会的要求への対応と課題－Iプロローグ：死因不明社

会からの決別に向けて2. Aiに求められる画像診断とは。インナービジョン．27：8－11，2012

69. 高橋直也：オートプシー・イメージング（Ai）－第二弾：普及の実態と適応の拡大－I死因不明社会から

の決別に向けた歩み2. 再びAiに求められる画像診断とは‐新しい知見と診断基準の確立。インナービジョ

ン．28：6－9，2013

70. 高橋直也：今必要なAi（オートプシー・イメージングの知識）救急現場でのAiの活用。NLだより．422: 2, 
2013

71. 高橋直也：死亡時CT（Ai-CT）診断用チェックシートの活用．Ai学会第95回1000字提言．2012．http://
plaza.umin.ac.jp/~ai-ai/reading/proposal/proposal_95.php

72. 早川岳英，山田　巧，坂井裕則，笠原敏文，井上富夫，宮川道夫：矩形照射野のファントム散乱係数Sp
の推定，日本放射線技術学会雑誌，68（1） ，15-29，2012．
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学会発表および研究会発表

１. 羽根田淳，岡本浩一郎，石川和宏，淡路正則，八木琢也，稲川正一，青山英史：成人に発症し孤発性で症

状を呈した眼窩部の Langerhans Cell Histiocytosis の2例．第41回日本神経放射線学会，2012.2.2～2.3（志摩）．

２. 和田真一，大久保真樹，舟木　歩，村尾晃平，松本　徹，曽根脩輔：肺内結節検出用CT-CADの性能検証

法の研究―virtual noduleを用いた検討．第19回日本CT検診学会学術集会，2012.02.17-18（長野），CT検診，

19（1）：13，2012．

３. 和田真一，大久保真樹，小林　元，Chathari M Munaweera，村尾晃平，松本　徹，曽根脩輔：肺内結節検

出CADシステムの性能評価法の研究―virtual noduleを用いた検討．日本医学物理学会第103回学術大会，

2012.04.12-15（横浜），日本医学物理学会機関誌，32（1）：123，2012．

４. 金沢　勉，内藤健一，斉藤宏明，粥川啓廣，岩崎友也，大久保真樹，木村元政：脳動脈瘤クリップの静磁

場方向に対する角度が磁化率アーチファクトに及ぼす影響．日本放射線技術学会第68回総会学術大会，

2012.04.12-15（横浜），日本放射線技術学会第68回総会学術大会予稿集，p.125．
５. 内藤健一，金沢　勉，斉藤宏明，大久保真樹，木村元政，高野　徹：Phase sensitive inversion recovery（PSIR）

法の肝臓EOB検査への応用に関する検討．日本放射線技術学会第68回総会学術大会，2012.04.12-16（横浜），

日本放射線技術学会第68回総会学術大会予稿集，p.139-140．
６. Marasinghe J C，Ohkubo M，Kobayashi H，Matsumoto T，Niizuma S，Sone S，Wada S：Performance 

assessment of CAD for lung cancer CT screening by applying PSF-based virtual nodules: influence on slice thickness 
and nodule density．日本医学物理学会第104回学術大会，2012.09.13-15（つくば），日本医学物理学会機関誌，

32（3）：139-140．
７. 小林　元，大久保真樹，Marasinghe J C，松本　徹，曽根脩輔，和田真一：PSF-CT画像シミュレーション

と胸部CT検診画像の融合を用いたCAD性能評価の研究．日本医学物理学会第104回学術大会，2012.09.13-
15（つくば），日本医学物理学会機関誌，32（3）：141-142．

８. 押野見拓哉，松岡皓之，渋谷直樹，田中智大，山崎芳裕，大久保真樹，内藤健一，粥川啓廣，山賀敏彦：

201Tl心筋シンチグラフイにおける1ピークと2ピーク収集の比較検討について．日本核医学技術学会第18

回東北地方会総会学術大会，2012.9.22-23（新潟），日本核医学技術学会第18回東北地方会総会学術大会プ

ログラム・抄録集，p.16．
９. 内藤健一，金沢　勉，斉藤宏明，大久保真樹，木村元政，高野　徹：Phase sensitive inversion recovery（PSIR）

法の肝臓EOB検査の有用性．日本放射線技術学会第40回秋季学術大会，2012.10.04-06（東京），日本放射

線技術学会雑誌68（9）：1176-1177．
10. Marasinghe J C，Ohkubo M，Kobayashi H，Murao K，Matsumoto T，Niisuma S，Sone S，Wada S：Application 

of PSF-based Virtual Nodules to Assess the Performance of Lung Cancer CT Screening CAD System．10th South-
East Asian Congress of Medical Physics（10th SEACOMP）, 12th Asia-Oceania Congress of Medical Physics（12th 
AOCMP），2012.12.11-14（Thailand）．

11. 小林公一，坂本　信，豊田貴嗣，田邊裕治，川上健作：イメージマッチングによる膝関節接触状態評価法

の実験的検証：CT骨モデルとMRI骨モデルの比較，日本非破壊検査協会春季講演大会，145-146, 2012, 東京.
12. 小林公一，坂本　信，田邊裕治：イメージレジストレーションによる膝関節接触機構評価法の実験的検証，

日本機械学会2012年度年次大会，S022026, 2012, 金沢.
13. 小林公一，坂本　信，川上健作：皮膚マーカと大腿骨および脛骨との相対誤差評価，日本非破壊検査協会

秋季講演大会，101-104, 2012, 東京.
14. 谷藤　理，佐藤　卓，小林公一，有海明央，望月友晴，村山敬之，山際浩史，渡辺聡，大森　豪，古賀良

生：2D/3D image registration techniqueによる下肢アライメント・膝運動解析，第39回日本臨床バイオメカ

ニクス学会，61，2012，幕張．

15. 中部　昇，古賀良生，小林公一，坂本　信，遠藤直人，湊　泉，田邊裕治，大森　豪，落合清秀：３次元

下肢アライメント評価法を基にした人工股関節設置位置支援法の開発，第39回日本股関節学会学術集会，
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488，2012，新潟．

16. 小林公一，古賀良生，坂本　信，遠藤直人，湊　泉，田邊裕治，大森　豪，中部　昇，落合清秀：形状モ

デル不使用人工股関節術前計画・手術支援操作法の開発－２方向連続CR撮影による精度検証－，第39回

日本股関節学会学術集会，489，2012，新潟．

17. 渡部晴之，蔡篤儀，李鎔範，松山江里，小島克之：複合型Wavelet変換を用いたディジタル医用X線画像の

画質改善．電子情報通信学会医用画像研究会，2012.1.19-20（那覇）．

18. Matsuyama E, Tsai DY, Lee Y, Watanabe H, Kojima K: A method mammographic image denoising based on 
hierarchical correlations of the coefficients of wavelet transforms. IFMBE（International Federation for Medical and 
Biological Engineering）World Congress on Medical Physics and Biomedical Engineering, Beijing, China, May 26-
31, 2012.

19. Watanabe H, Tsai DY, Lee Y, Matsuyama E, Kojima K: Efficacy of a combined wavelet shrinkage method for low-
dose and high-quality digital radiography. IFMBE（International Federation for Medical and Biological Engineering） 
World Congress on Medical Physics and Biomedical Engineering, Beijing, China, May 26-31, 2012.

20. Uchiyama M, Lee Y, Tsai DY, Kazama K, Minagawa Y, Sadakata M, Sayama M: Quantitative assessment of 
muscle activity in mammography positioning. XX IMEKO World Congress, Busan, Republic of Korea, Sept. 9-14, 
2012.

21. Watanabe H, Tsai DY, Lee Y, Matsuyama E, Kojima K: Improvement of image quality and radiation dose reduction 
in digital radiography using an integrated wavelet-transform-based method. XX IMEKO World Congress, Busan, 
Republic of Korea, Sept. 9-14, 2012.

22. Matsuyama E, Tsai DY, Lee Y, Watanabe H, Tsurumaki M, Kojima K: Improving image quality of digital 
mammographic images using an undecimated discrete wavelet transform method: performance assessment. XX 
IMEKO World Congress, Busan, Republic of Korea, Sept. 9-14, 2012.

23. 吉田悠理子，李鎔範，蔡篤儀：胸部単純X線画像におけるポータブルCADの試作．日本放射線技術学会第

40回秋季学術大会，2012.10.4-6（東京）．

24. 高橋規之，李鎔範，蔡篤儀，木下俊文，伊藤道明，工藤　泰，石井　清：単純CT画像における急性期脳

梗塞のMCA dot signの自動検出法の開発．日本放射線技術学会第40回秋季学術大会，2012.10.4-6（東京）．

25. 李鎔範，内山美枝子，風間清子，皆川靖子，蔡篤儀，弦巻正樹，定方美恵子，佐山光子：表面筋電図測定

によるマンモグラフィ被検者の身的負荷の定量評価．医用画像情報学会平成24年度秋季（第164回）大会，

2012.10.13（仙台）．

26. 遠藤　駿，李鎔範，蔡篤儀：MTFフラクタル次元を用いた医用画像の画質評価．医用画像情報学会平成

24年度秋季（第164回）大会，2012.10.13（仙台）．

27. 室井僚哉，李鎔範，蔡篤儀：X線画像検査における体動に起因する不鋭領域の自動検出．医用画像情報学

会平成24年度秋季（第164回）大会，2012.10.13（仙台）．

28. 内山美枝子，細野　舞，李鎔範：マンモグラフィの経験がポジショニングの同定時間と苦痛に及ぼす影響．

第22回日本乳癌検診学会学術総会，2012.11.9-10（宜野湾）．

29. Sakamoto M, Kobayashi K: Assessment of trabecular bone structure using magnetic resonance imaging. Japan-
Korea Joint Symposium, Proceedings of the 24th Bioengineering Conference, 2012 Annual Meeting of BED/JSME, 
SY2: 3: 1-2, 2012.

30. 坂本　信，長田郁美，吉田秀義，川上健作，小林公一，風間清子，川上健作：Magnetic Resonance Imaging
を用いたヒト膝蓋腱長さ変化の生体内解析．日本機械学会第24回バイオエンジニアリング講演会，325 -326, 
2012.

31. 川上健作，小林公一，坂本　信：前額面動画による歩行解析．日本非破壊検査協会第43回応力･ひずみ測

定と強度評価シンポジウム，25-28, 2012.
32. 藤原　諒，古賀良生，湊　泉，遠藤直人，大森　豪，坂本　信，田邊裕治，落合清秀，清徳則雄，人工股

関節ステム挿入支援法の開発．第6回日本CAOS研究会，22-1, 2012.
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33. 古賀良生，藤原　諒，坂本　信，遠藤直人，湊　泉，田邊裕治，大森　豪，落合清秀，清徳則雄，3次元

下肢アライメント評価法を基にした人工股関節臼外蓋側設置位置支援法の開発．第6回日本CAOS研究会，

22-2, 2012.
34. 坂本　信，近藤達也，小林公一，吉田秀義：膝屈曲に伴うヒト膝蓋骨運動と膝蓋腱長さの生体内解析．日

本実験力学会第11回バイオメカニクス・ワークショップ，25-29, 2012.
35. 近藤達也，坂本　信，小林公一，吉田秀義，川上健作：ヒト後十字靱帯のMRIを用いた生体内変形測定．

日本非破壊検査協会平成24年度春季講演大会，147-148, 2012.
36. 坂本　信，小林公一，吉田秀義：MRIを用いた膝屈曲に伴う膝蓋骨運動と膝蓋腱長さの生体内解析．日本

実験力学会2012年度年次講演会，165-169, 2012.
37. 遠藤英昭，佐々木具文，千葉美麗，金高弘恭，伊藤秀美，島内英俊，坂本　信：疑似三次元光弾性模型に

よる咬合力伝播の解析伝播－象牙質・歯髄界面の応力解析．日本実験力学会2012年度年次講演会，179-
181, 2012.

38. 坂本　信，小林公一：1.5T-MRIによる距骨および踵骨海綿骨の生体内構造解析．第14回日本骨粗鬆症学会，

290, 2012.
39. 坂本　信，小林公一：MRIによるヒト膝蓋腱のひずみの生体内測定，日本機械学会2012年度年次大会，

J022025, 2012.
40. 坂本　信，定方美恵子，西方真弓，中澤紀代子，小浦方格，小林公一，田邊裕治，笠井美香子，井越寿美

子，佐藤富貴子：看護師の臨床経験が視線運動に及ぼす影響．日本非破壊検査協会平成24年度秋季講演大

会，97-98, 2012.
41. 近藤達也，坂本　信，小林公一，吉田秀義：後十字靱帯の生体内長さ変化の解析．日本非破壊検査協会平

成24年度秋季講演大会，99-100, 2012.
42. 近藤達也，坂本　信，吉田秀義，風間清子，小林公一：MRIによる膝屈曲に伴う後十字靱帯長さ変化の生

体内解析．第39回日本臨床バイオメカニクス学会，114，2012.
43. 解　晨，湊　泉，古賀良生，佐藤　卓，坂本　信，大森　豪，田邊裕治：Patient-specificモデルによる股

関節動作解析．第39回日本股関節学会学術集会，208, 2012 
44. ツチンダ　ハリット，古賀良生，湊　泉，遠藤直人，坂本　信，遠藤直人，大森　豪，解　晨，田邊裕治：

臼蓋カップ設置におけるジグ連携型術前計画システムによる術中支援の制度検証．第39回日本股関節学会

学術集会，488，2012.
45. 坂本　信，小林公一：弾性被膜層を有する剛体球同士による接触．日本非破壊検査協会平成24年度第2回

応力・ひずみ測定部門講演会，17-21, 2012.
46. 関谷　勝：食品等に含まれる放射性物質から受ける健康被害について，にいがた生活保障研究会，（新潟

市），2012.2. 18
47. 野島佑太，羽田野政義，関谷　勝，他2名：SPECT/CTにおける金属を含むCT減弱補正の基礎的検討，第

68回日本放射線技術学会.横浜.2012.4.14
48. 関谷　勝，吉田　秀義，野島佑太，高田芳博：面積線量計の評価，第67回新潟県放射線技師会総会並びに

学術大会（新潟），2012.5，新潟県放射線技師会々報（77），39-41，2012,12
49. 松田　直樹，関谷　勝：Aiにおける診療放射線技師の役割について，第67回新潟県放射線技師会総会並び

に学術大会（新潟），2012.5，新潟県放射線技師会々報（77），28-31，2012,12　
50. 関谷　勝，吉田　秀義，足利広行，他3名：放射線技師の業務拡大と専門技師，第二回東北医療技術学術

大会（仙台），2012.11. 日本放射線技術学会東北部会雑誌第22号152-153,2013
51. 野島佑太，金沢　勉，斎藤宏明，関谷　勝，他2名：非造影MRAにおける血流速変化に対する撮像条件の

最適化，第二回東北医療技術学術大会（仙台），2012.11. 日本放射線技術学会東北部会雑誌第22号,220-
221,2013

52. 高橋直也，樋口健史，広瀬保夫：交通事故死者の外傷部位検出における死後多検出器CTの有用性．第71

回日本医学放射線学会総会，横浜市，2012．4.12-15 
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53. 高橋直也，樋口健史，木口貴雄，広瀬保夫，山内春夫，高塚尚和，舟山一寿：死後CTにおける大動脈変形；

生前CTとの比較．新潟画像医学研究会，新潟市，2012. 6.16
54. 高橋直也：日本における死亡時画像診断（Ai）の現状．第100回新潟臨床放射線学会，新発田市，2012. 7.7
55. 早川岳英：三次型MLCを用いた不整形照射野における独立検証の計算パラメータの推定，第9回新潟放射

線治療技術懇話会，上越市，2012.10.13．
56. 吉田秀義，能登義幸：MDCTにおける設定照射領域と実照射領域の相違．新潟県放射線技師会学術大会．

新潟．（H24.5）
57. 高橋千春，渡辺康夫，成田信浩，吉田秀義：心血管撮影装置における自動露出機構の線量測定への影響．

第66回　新潟アンジオ画像研究会　新潟（H24.6）
58. 高橋千春，渡辺康夫，成田信浩，吉田秀義：心血管撮影装置における自動露出機構の線量測定への影響．

第21回日本心血管インターベンション治療学会学術集会　新潟（H24.7）
59. 吉田秀義，関谷　勝，高橋千春，成田信博，渡辺康夫：IVR装置における皮膚障害防止に関する測定につ

いて．日本放射線技術学会第50回東北部会（第２回東北放射線医療技術学術大会）（仙台）（H24.11）
60. 松本　徹，村尾晃平，和田真一，菊池賢一，五味志穂，津田雪裕，花井耕造，長尾啓一，松本満臣，本田

憲業，今林悦子，松田博史，町田喜久，ＩＲＴ－ＲＯＣ法のダブルチェック効果定量への応用，第19回日
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Moji, Jitra Waikagul. The role of dogs as a source of helminthes infections to human in Lahanam village, Laos PDR. 
The 6th National health Research Forum 2012.09. 14-15（Savannakhet, Laos）

13. Megumi SATO, Satoru KAWAI, Yoshimasa MAENO, Richard CULLETON, Shunsuke NAKAZAWA. Detection of 
monkey malaria parasites in fecal samples 2012.09（Sao Luis, Brazil）

14. Kazuhiko Moji, Bunpei Tojo, Hongwei Jiang, Futoshi Nishimoto, Toshifumi Minamoto, Shinsuke Tomita, Yukihiro 
Khomatsu, Atsushi Maruyama, Kohei Funatsu, Megumi Sato, Jitra Waikagul, Tiengkham Pongvongsa, Panom 
Phongmany, Sengchanh Kounnavong, Kongsap Akkavong, Boungnong Boupha, Chiho Watanabe. Impact of expansion 
of wet rice fields on the risk of liver fluke infection 2012.12.12-14（Bangkok, Thailand）

15. Takahashi M, Narita M, Yamahira A, Masuko M, Furukawa T Long-lasting Suppression of bcr-abl with Amplification 
of CTLs in a WT1 Peptide-treated CML Patient　世界生物医学検査会議（WCBLS）2012.8.18-22（ベルリン）

16. Takahashi M, Iwabuchi M, Yamahira A, Satoh N, Uchiyama T, Hashimoto S, Bonehill A, Faure-Kumar E, Bogan B, 
Kasahara N, Takizawa J, Sone H, Narita M  Establishment of potent antigen presenting cell line by lentiviral vector-
mediated transduction of caTLR4 gene into leukemic plasmacytoid dendritic cell line（PMDC11）第12回国際DCシ
ンポジウム　2012.10.7-11（大邱，韓国）

17. 飯嶋賢一・池主雅臣・有田匡孝・長谷川奏恵・園田桂子・八木原伸江・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・

古嶋博司・相澤義房。通常型房室結節リエントリー性頻拍とアデノシン感受性左心房頻拍を合併した１例。

第24回臨床不整脈研究会。平成24年1月14日東京

18. 羽二生尚訓・渡辺健一・沼野藤人・鈴木　博・佐藤光希・古嶋博司・池主雅臣・渡邉マヤ・白石修一・高

橋昌。経静脈リードを皮下に用いて植え込み型除細動器（ICD）を植え込んだJervell and Lang-Nielsen（JLN）

症候群の女児例。日本不整脈学会第４回植え込みデバイス関連冬季大会。平成24年2月11日北九州

19. 和泉大輔・佐藤光希・飯嶋賢一・長谷川奏恵・園田桂子・八木原伸江・渡部　裕・古嶋博司・相澤義房・

池主雅臣・羽二生尚訓・鈴木　博・渡邉マヤ・白石修一・高橋　昌。３度房室ブロックに対する心外膜

ペースメーカー植え込み後に心不全の増悪を来たしたためCRT-PへアップグレードしたMustard術後の完

全大血管転位例。日本不整脈学会第４回植え込みデバイス関連冬季大会。平成24年2月12日北九州

20. 飯嶋賢一・池主雅臣・有田国孝・長谷川奏恵・園田桂子・八木原伸江・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・

古嶋博司・相澤義房。通常型房室結節リエントリー性頻拍とアデノシン感受性左心房頻拍を合併した１例。

第270回新潟循環器談話会。平成24年３月３日

21. 羽二生尚訓・渡辺健一・沼野藤人・鈴木　博・斉藤昭彦・池主雅臣・古嶋博司・渡邉マヤ・白石修一・高

橋　昌。経静脈リードを皮下に用いて植え込み型除細動器（ICD）を植え込んだJervell and Lang-Nielsen（JLN）

症候群の女児例。第270回新潟循環器談話会。平成24年３月３日

22. Chinushi M, Izumi D, Iijima K, Hasegawa K, Suzuki K, Furuta Y, Tada M, Saitoh O, Honma H, Furushima H, 
Iwafuchi M, Aizawa Y. Hemodynamic and Histological Effects of Radiofrequency Catheter Ablation to Renal Artery. 
The 76th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society. 2012 March 16-18 Fukuoka

23. Chinushi M, Furushima H, Izumi D, Sato A, Iijima K, Hasegawa K, Sonoda K, Yagihara N, Watanabe H, Aizawa Y. 
Acute and Follow-up Results of Isolated Delayed Potential Guided Epicardial Radiofrequency Ablation to Suppress 
VT Electrical Storm. The 76th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society. 2012 March 16-18 
Fukuoka

24. Furushima H, Chinushi M, Iijima K, Izumi D, Yagihara N, Sonoda K, Watanabe H, Sato A, Aizawa Y. Different 
Characteristics of Circadian Variation of the Signal Averaged ECG between Brugada Syndrome and Right Ventricular 
Cardiomyopathy. The 76th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society. 2012 March 16-18 
Fukuoka

25. Iijima K, Chinushi M, Hasegawa K, Sonoda K, Yagihara N, Sato A, Izumi D, Watanabe H, Furushima H, Aizawa Y. 
Left Ventricular Wall Thickness and Left Ventricular Mass are Powerful Determinants of the Complexity of 
Activation in Human Ventricular Fibrillation. The 76th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation 
Society. 2012 March 16-18 Fukuoka
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26. Yagihara N, Sonoda H, Watanabe H, Obata H, Sato A, Hanawa H, Oda M, Ikeda Y, Ueda H, Chinushi M, Furushima H, 
Izumi D, Iijima K, Hasegawa K, Kodama M. Altered Gene Expression Profiles and Pathomechanism in Novel 
LMNA Mutation Associated with Dilated Cardiomyopathy, Sinus Node Dysfunction, and Atrioventricular Block. 
The 76th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society. 2012 March 16-18 Fukuoka

27. Aizawa Y, Sato A, Hasegawa K, Chinushi M,, Furushima H, Sato M, Horie M, Imaizumi T, Watanabe I, Aizawa Y, 
Fukuda K, Kaneko Y, Kurabayashi M, Shinozaki T, Aonuma K, Kuwano H, Haissaguerre M. Dynamicity of J Wave 
in Idiopathic Ventricular Fibrillation with a Special Reference to Pause-dependent Augmentation of J Wave. The 76th 
Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society. 2012 March 16-18 Fukuoka

28. Sato A, Chinushi M, Suzuki H, Sonoda K, Hasegawa K, Yagihara N, Iijima K, Izumi D, Watanabe H, Furushima H, 
Aizawa Y. Useful Genetic Analysis in Short QT Cases with no Cardiac Event. The 76th Annual Scientific Meeting of 
the Japanese Circulation Society. 2012 March 16-18 Fukuoka

29. Sato A, Watanabe H, Louise H, Makiyama T, Shimizu W, Sonoda K, Hasegawa K, Yagihara N, Iijima K, Izumi D, 
Furushima H, Roden Dan M, Horie M, Chinushi M, Aizawa Y. The Various Unusual phenotypes and Overlaps Caused 
by a D1275N Mutation in SCN5A. The 76th Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society. 2012 
March 16-18 Fukuoka

30. 古田由衣・池主雅臣・鈴木克弥・古嶋博司・飯嶋賢一・和泉大輔・佐藤光希・石田尚子・斎藤　修。発作

性心房細動・Brugada症候群・高血圧症例の心房内伝導遅延の評価（心房加算平均心電図を用いた検討）。

第76回日本循環器学会学術集会。平成24年3月16-18日福岡

31. 鈴木克弥・池主雅臣・古田由衣・古嶋博司・飯嶋賢一・和泉大輔・佐藤光希・石田尚子・斎藤　修。

Brugada症候群例と健常例の心内興奮伝導分布：加算平均心電図を用いた検討。第76回日本循環器学会学

術集会。平成24年3月16-18日　福岡

32. 鈴木克弥・池主雅臣・古田由衣・古嶋博司・飯嶋賢一・和泉大輔・佐藤光希・石田尚子・斎藤　修。加算

平均心電図を応用したBrugada症候群と健常群の興奮伝播の評価。第３２回日本ホルター・ノンインベイ

シブ心電学研究会。平成24年6月9日新潟

33. 山崎まゆみ・朝妻和香・高野義昭・佐藤政仁・北沢　仁・岡部正明・相澤義房・古嶋博司・池主雅臣。ホ

ルター心電図によるＪ波の検討（第２報）。心房性期外収縮による変化。第３２回日本ホルター・ノンイ

ンベイシブ心電学研究会。平成24年6月9日新潟

34. 斉藤　修・池主雅臣・杉浦広隆・阿部　暁・樋口浩太郎・大塚英明。ホルター心電図検査を用いてのＪ波

定量評価と自律神経興奮の関与の検討。第３２回日本ホルター・ノンインベイシブ心電学研究会。平成24

年6月9日新潟

35. 池主雅臣・佐藤光稀・飯嶋賢一・渡部　裕・古嶋博司。先天性QT短縮症候群の心内再分極分布と心電図

指標（薬物療法の功罪）。第６回不整脈治療講演会。平成24年6月15日　東京

36. 津田　隆・山口利夫・太刀川仁・池主雅臣。失神にて緊急搬送され，左室下壁にJ波を認めた冠攣縮性狭

心症の１例。第271回新潟循環器談話会総会　平成24年6月23日新潟

37. 鈴木　博・羽二生尚訓・渡辺健一・星名　哲・斉藤昭彦・佐藤光稀・古嶋博司・池主雅臣・先天性QT延
長症候群の家族歴のあり，胎児期より管理した症例の検討。第271回新潟循環器談話会総会　平成24年6月

23日新潟

38. 佐藤光希，池主雅臣, 長谷川裕紀，渡辺　達，五十嵐登，飯嶋賢一，和泉大輔，渡部　裕，古嶋博司。左

室リードの段階的な断線により心不全の増悪に至った2症例。第７回新潟ICD/CRT治療研修検討会。平成

24年6月23日新潟

39. 田川　実・池主雅臣・中村裕一・相澤義房。心室細動で緊急搬送され，入院時にnon-type1のブルガダ様

心電図変化を認めた１例。第７回新潟ICD/CRT治療研修検討会。平成24年6月23日新潟

40. 田川　実・落合幸江・中村裕一・池主雅臣・佐藤光希・相澤義房。ニューキノロン系経口抗菌剤の内服後

に意識消失を繰り返し，QT延長症候群の診断が得られた高齢者の１例。第27回日本不整脈学会学術大会

平成24年7月6-7日横浜
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41. 佐藤光希・園田桂子・飯嶋賢一・八木原伸江・和泉大輔・渡部　裕・古嶋博司・池主雅臣。Riata-ICDリー

ドにおける皮膜損傷の検討。第27回日本不整脈学会学術大会　平成24年7月6-7日横浜

42. 林　由香・古嶋博司・和泉大輔・佐藤光希・飯嶋賢一・八木原伸江・園田桂子・渡部　裕・池主雅臣。

V5-6にS波を伴わず移行帯をV1に認める流出路起源心室頻拍・心室性期外収縮の連続３症例の検討。第27

回日本不整脈学会学術大会　平成24年7月6-7日横浜

43. 園田桂子・伊藤正洋・小幡裕明・和泉大輔・池主雅臣・池田洋平・堀　祐朗・吉村宣彦。心電図同期下

CTによるゆうぜい描出が診断に有用であったリード感染症の１例。第27回日本不整脈学会学術大会　平

成24年7月6-7日横浜

44. 飯嶋賢一・池主雅臣・園田桂子・八木原伸江・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・古嶋博司。ICD治療抵抗

性の高除細動閾値の心室細動がソタロール内服により除細動可能となった１例。第27回日本不整脈学会学

術大会　平成24年7月6-7日横浜

45. 和泉大輔・古嶋博司・佐藤光希・飯嶋賢一・八木原伸江・園田桂子・渡部　裕・池主雅臣。不整脈源性右

室心筋症と心機能正常例における心筋単局電位の検討。第27回日本不整脈学会学術大会　平成24年7月6-7
日横浜

46. 和泉大輔・鈴木克弥・飯嶋賢一・佐藤光希・渡部　裕・古嶋博司・池主雅臣。抗凝固療法における血栓塞

栓症と出血合併症の検討。Time in Therapeutic Range とＰＴ－ＩＮＲ変動の解析。第３回新潟抗血栓・抗

凝固フォーラム　平成24年7月27日　新潟

47. 飯嶋賢一・池主雅臣。持続性心房細動のカテーテルアブレーションにおけるアミオダロン併用の意義（有

効例と無効例の解析から）。第二回新潟不整脈治療カンファランス。平成24年9月21日　新潟

48. 飯嶋賢一・池主雅臣・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・古嶋博司。Phase-2 Reentry と異なる Initial Mode 
で心室細動が発症したBrugada症候群の2例　第二回四圀循環器カンファランス　平成24年7月21日　高崎

49. Izumi D, Chinushi M, HFurushima H, Iijima K, Sato A, Watanabe H. Effects of primary prevention ICD therapy for 
sudden cardiac death in patients with old myocardial infarction and idiopathic dilated cardiomyopathy. The 5th Asia-
Pacific Heart Rhythm Society Scientific Sessions. 2012/10/3-6（Taiwan）

50. Furushima H, Chinushi M, Iijima K, Izumi D, Watanabe H, Sato A, Aizawa Y. Different Characteristics of Circadian 
Variation of the Signal-averaged ECG between Brugada Syndrome and Right Ventricular Cardiomyopathy. The 5th 
Asia-Pacific Heart Rhythm Society Scientific Sessions. 2012/10/3-6（Taiwan）

51. Iijima K, Chinushi M, Sato A, Izumi D, Watanabe H, Furushima H. Electrophysiological Characteristics Difference 
between Induced and Spontaneously Occurring Ventricular Fibrillations. The 5th Asia-Pacific Heart Rhythm Society 
Scientific Sessions. 2012/10/3-6（Taiwan）

52. 佐藤光希・池主雅臣・鈴木　博・沼野藤人・羽二生尚訓・飯嶋賢一・和泉大輔・渡部　裕・古嶋博司。睡

眠中のTorsade de Pointesが記録されたKCNH2 変異（G604S）を保有するType2 QT延長症候群の一例　第29回

日本心電学会総会　平成24年10月11-12日 千葉幕張

53. 和泉大輔 ・池主雅臣・古嶋博司・飯嶋賢一・佐藤光希・渡部　裕．拡張型心筋症例の長期経過における

ICD適切作動の予測因子の検討。　第29回日本心電学会総会　平成24年10月11-12日 千葉幕張

54. 古嶋博司・池主雅臣・下畑享良・飯嶋賢一・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・小澤鉄太郎・西澤正豊・相

澤義房。多系統萎縮症におけるHeart rate variabilityの有用性と意義。　平成24年10月11-12日 千葉幕張

55. 飯嶋賢一・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・古嶋博司・池主雅臣。除細動試験における誘発心室細動と自

然発症の心室細動の差異に関する検討。第29回日本心電学会総会　平成24年10月11-12日 千葉幕張

56. 齋藤　修・池主雅臣・杉浦広隆・阿部　暁・樋口浩太郎・大塚英明。J波と心室再分極指標に対する自律

神経興奮の関与。ホルター心電図を用いた検討。平成24年10月11-12日 千葉幕張

57. 杉浦広隆・阿部　暁・樋口浩太郎・大塚英明・池主雅臣。通電時の所見からKent slow 束とslow pathway 
の心房付着部位の近接が推定されたAVRTの１例。第10回信越心電図セミナー。平成24年10月20日黒姫

58. 大槻　総・池主雅臣・飯嶋賢一・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・古嶋博司・南野　徹。診断とアブレー

ション治療効果判定にATP静注が有効であったWPW症候群の２例。第10回信越心電図セミナー。平成24
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年10月20日黒姫

59. Chinushi M, Izumi D, Iijima K, Suzuki K, Furushima H, Aizawa Y, Iwafuchi M. Hemodynamic Responses and 
Histological Effects of Radiofrequency Catheter Ablation to Renal Artery Sympathetic Nerve. 2012 American Heart 
Association 2012/11/7 LA USA

60. Iijima K, Sato A, Izumi D, Watanabe H, Furushima H, Chinushi M, Correlation between Defibrillation Threshold and 
Dominant Frequency of Ventricular Fibrillation. 2012 American Heart Association 2012/11/6 LA USA

61. Furushima H, Chinushi M, Izumi D, Sato A, Iijima K, Watanabe H, Aizawa Y, Radiofrequency Catheter Ablation to 
Ventricular tachycardia with Tetoralogy of Fallot ―Usefulness of Ablation to Narrow Channel of Macroreentrant 
Circuit around Ventricular Septal Patch― 2012 American Heart Association 2012/11/7 LA USA

62. Hasegawa1 K, Ohno S, Itoh H, Makiyama T, Toyoda F, Ding Wei-Guang, Ito M, Chinushi M, Matsuura H, Horie M. 
Novel KCNQ1 missense mutation associated with juvenile-onset atrial fibrillation. 2012 American Heart Association 
2012/11/7 LA USA

63. 田川　実・池主雅臣・落合幸江・中村裕一・相澤義房。心機能低下を伴い治療抵抗性の心房細動に対して

アミオダロンの内服が有効であった１例。第７回新潟アミオダロン講演会。平成24年11月16日　新潟

64. 古嶋博司・池主雅臣・園田桂子・八木原伸江・飯嶋賢一・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・南野　徹。左

室中隔側からのカテーテル焼灼術が有効であった，左脚ブロック波形心室頻拍を併発した亜急性期下壁心

筋梗塞の1例。2012カテーテルアブレーション研修セミナー（Fundamental Course Program）2012/11/24　下関

65. 勝海悟郎・池主雅臣・飯嶋賢一・佐藤光希・和泉大輔・渡部　裕・古嶋博司・南野　徹。多形性心室頻拍

の契機となるLV summit領域の心室性期外収縮にカテーテルアブレーションが奏功した１例。第25回心臓

性急性研究会。平成24年12月15日　東京品川

66. 相澤義泰・高月誠司・木村雄弘・西山信大・福本耕太郎・谷本陽子・谷本耕司郎・三好俊一郎・福田恵一・

鈴木　誠・横山泰廣・池主雅臣・相澤義房。完全右脚ブロックを呈する特発性心室細動症例の臨床的およ

び心電図学的特徴の検討。YIA候補論文発表会。第27回日本不整脈学会学術大会　平成24年7月6日横浜

67. 佐藤弘恵，大谷　博，阿部麻美，伊藤　聡，石川　肇，中園　清，村澤　章，黒田　毅，中野正明，成田

一衛：関節リウマチ患者の血清Fibroblast growth factor 23（FGF23）と骨密度との関連について，第56回日
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